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要旨

気管切開術からカニューレの抜去までの進め方は、カ
ニューレが永続的に不必要と判断した場合である。ま
ずは人工呼吸器からの離脱が条件となる。そして、カ
フを縮ませることで、発声の準備をしていく。評価と
しては10のポイントがあり、これらを促進し、不必要
にカニューレを留置することがないようにするべきで
ある。
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① 血行動態が安定している
② 人工呼吸器に依存していない
③ 嚥下機能、咳嗽力があること
④ 喀痰能力があること
⑤ カフを虚脱させる
⑥ カフなしのカニューレに変更する
⑦ カニューレに蓋をする
⑧ カニューレオフのトライアルをする
⑨ 咳嗽力を評価する
⑩ カニューレを抜去する
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Step 4 カフを虚脱することの意義
➢ カフを拡張させた方が誤嚥リス

クが低下するという神話がある。

➢ カフを拡張させると、かえって
誤嚥リスクが高まる

➢ カフが拡張していると、気管を
頸部前方に固定してしまうため、
喉頭の動きを阻害し、食道を閉
塞することになる。

Ding R, Head Neck. 2005 4
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Step 5  カフを虚脱させる

➢ カフリークテストと同様に、発声などを確認する

5



ORN第3回文献抄読会 2018.4.18

Step 9 十分な咳嗽力の評価

痰を十分に喀出で
きるか否かを評価
する。PCFは
160L/min. 肺活
量は15ml/kg以
上が目安。

6



ORN第3回文献抄読会 2018.4.18

簡易的チェックリスト

質問 評価

人工呼吸器に依存していないか？ Yes      NO

カフは虚脱させることができるか？ Yes      NO

カフレスのチューブまたはスピーチカ
ニューレに変更可能か？

Yes      NO

カニューレの蓋をした状態、もしくはス
ピーチバルブで過ごせるか？

Yes      NO

肺活量が少なくとも1Lあるか？ Yes      NO

分泌物の管理に不安はないか？ Yes      NO

気管切開を行った理由を解決しているか？
今後気管切開をする必要はないか？

Yes      NO

7


